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i-Construction

簡易型ＩＣＴ施工の活用法

令和３年２月２２日

国土交通省 東北地方整備局

国土交通省東北地方整備局

山形県県土整備部i-Construction説明会

【機密性１】
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本日の内容

１．ＩＣＴ施工とは？

２．ＩＣＴ活用で

“こんな時はありませんか？”

３．簡易型ＩＣＴの活用法

〔ＩＣＴの部分的な活用〕

1

【機密性１】
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

１．ＩＣＴ施工とは？

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

i-Construction ～建設現場の生産性向上～
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建設業における高齢者の大量離職の見通し i-Constructionが目指すもの
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一人一人の生産性を向上させ、企業の経営環境を改善
建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るなど魅力ある建設
現場に
死亡事故ゼロを目指し、安全性が飛躍的に向上

i-Constructionの目指すもの

建設現場における生産性

（万人）出所：総務省「労働力調査」（H30年平均）をもとに国土交通省で推計

生産性向上のイメージ

【機密性１】
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新･担い手３法（品確法と建設業法･入契法の一体的改正）について

※担い手３法の改正（公共工事の品質確保の促進に関する法律、建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律）

相次ぐ災害を受け地域の「守り手」としての建設業への期待
働き方改革促進による建設業の長時間労働の是正
i-Constructionの推進等による生産性の向上

予定価格の適正な設定、歩切りの根絶
価格のダンピング対策の強化
建設業の就業者数の減少に歯止め

新たな課題・引き続き取り組むべき課題 担い手３法施行(H26)後５年間の成果

平成26年に、公共工事品確法と建設業法･入契法を一体として改正※し、適正な利潤を確保できるよう予定価格を適正に設定することや、ダンピング対策を
徹底することなど、建設業の担い手の中長期的な育成・確保のための基本理念や具体的措置を規定。

新たな課題に対応し、
５年間の成果をさらに充実する
新・担い手３法改正を実施

建設業法・入契法の改正 ～建設工事や建設業に関する具体的なルール～ ＜政府提出法案＞

品確法の改正 ～公共工事の発注者･受注者の基本的な責務～ ＜議員立法※＞

cv

○発注者の責務
・適正な工期設定（休日、準備期間等を考慮）
・施工時期の平準化（債務負担行為や繰越明許費の活用等）
・適切な設計変更
（工期が翌年度にわたる場合に繰越明許費の活用）

働き方改革の推進

○受注者（下請含む）の責務
・適正な請負代金･工期での下請契約締結

○発注者の責務
・緊急性に応じた随意契約･指名競
争入札等の適切な選択
・災害協定の締結、発注者間の連携
・労災補償に必要な費用の予定価格
への反映や、見積り徴収の活用

○発注者･受注者の責務
・情報通信技術の活用等による
生産性向上

生産性向上
への取組

災害時の緊急対応強化
持続可能な事業環境の確保

○調査･設計の品質確保
・「公共工事に関する測
量、地質調査その他の調
査及び設計」を、基本理
念及び発注者･受注者の責
務の各規定の対象に追加

○現場の処遇改善
・社会保険の加入を許可要件化
・下請代金のうち、労務費相当については現金払い

○技術者に関する規制の合理化
・監理技術者：補佐する者(技士補)
を配置する場合、兼任を容認
・主任技術者(下請)：一定の要件を
満たす場合は配置不要

○災害時における建設業者団体
の責務の追加

・建設業者と地方公共団体等との
連携の努力義務化

○持続可能な事業環境の確保
・経営管理責任者に関する規制を
合理化

・建設業の許可に係る承継に関す
る規定を整備

※平成17年の制定時及び平成26年の改正時も議員立法

（令和元年６月５日成立、
６月12日公布）

○工期の適正化
・中央建設業審議会が、工期に関する基準を作成・勧告
・著しく短い工期による請負契約の締結を禁止
（違反者には国土交通大臣等から勧告・公表）
・公共工事の発注者が、必要な工期の確保と施工時期の平準化
のための措置を講ずることを努力義務化＜入契法＞

（令和元年６月７日成立 ６月１４日施行）

i-Construction～ＩＣＴの全面的な活用（ＩＣＴ土工）

設計図に合わ
せ丁張り設置

測量
設計・
施工計画

検査

測量の実施

平面図 縦断図

横断図

設計図から施工土
量を算出

施工

書類による検査

従来の施工方法

測量
設計・
施工計画

施工 検査

発注者

O
K

③ICT建設機械による
施工

④検査の省力化①ドローン等による３次元測量 ②３次元測量データによる
設計・施工計画

ドローン等による写真測量等に
より、短時間で面的（高密度）な３
次元測量を実施。

３次元測量データ
（現況地形）と設計
図面との差分から、
施工量（切り土、盛
り土量）を自動算
出。

３次元設計データ等により、
ICT建設機械を自動制御し、
建設現場のIoT（※）を実施。

ドローン等による３次元測
量を活用した検査等によ
り、出来形の書類が不要
となり、検査項目が半減。

※IoT（Internet of Things）とは、様々なモ
ノにセンサーなどが付され、ネットワークにつ
ながる状態のこと。

３次元設計データ等
を通信

i-Construction（ICT施工）
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丁張りに合わせて施工 検測と施工を繰り返し

【機密性１】
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３次元測量

３次元設計
データ作成

ICT建機による
施工

３次元出来形管
理等の施工管理

３次元データの
納品と検査

ICT施工

①

②

③

④

⑤

５つの段階でICTを全面活用

５つ段階におけるＩＣＴの全面活用 【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ施工で使用されるＩＣＴ（情報通信技術）の例

7

地上型レーザースキャナー無人航空機を用いた空中写真測量 無人航空機搭載型レーザースキャナー 地上移動体搭載型レーザースキャナー

ＩＣＴ建設機械
（３次元マシンガイダンス）

３次元設計データ作成ソフトウェア
ＩＣＴ建設機械

（３次元マシンコントロール）
３次元出来形帳票作成ソフトウェア

ＧＮＳＳローバートータルステーション 音響測深機器 ＩＣT建設機械の施工履歴データ

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



ＩＣＴ施工における測量方法

8

ドローンを飛行させて広範囲を短時間で写真
撮影、３次元の点群データを取得（３次元測量）

従来施工での測量 ＩＣＴ施工における測量

従来の測量では人手と時間が必要

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ施工における設計方法

9

発注図を元に専用のソフトウェアにより３次元
設計データを作成

従来施工における設計 ＩＣＴ施工における設計

設計図から施工土量を算出、設計図に
合わせて丁張りを設置

平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

【機密性１】
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（縦断図）

（横断図）

（平面図）



ＩＣＴ建設機械による施工
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GNSS受信機

人工衛星

位置情報

位置情報

基準点データ入力

位置修正情報

X  = 8 6 6 . 2 4 3

Y  = 1 2 2 . 6 1 2

Z  = 1 8 6 . 2 0 3

F H = 1 8 6 . 3 0 3

H  =   0 . 1 0 0

設計データ上の自己位置か
ら、バケット刃先の位置情報
と設計値の離れ情報を表示

【ICT建機のバックホウのモニタ画面】
画面に施工目標と自機の状態表示を行っ
ている。

仕上がり面

•モニタ画面に表示される情報を基にオペレータがバケット等の作業装置を操作し
施工を実施（ＭＧ：マシンガイダンスの場合）

•MC（マシンコントロール）の場合は、オペレータは前後進のみの操作で、バケット等
の作業装置は自動操作。

３次元設計データ入力
ICT建機に施工用設計データを提供

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ施工での機械施工法

丁張り設置・補助作業員の省人化（接触・転落
事故リスクの回避、仕上げ面の精度向上）

丁張りを使った掘削・整形・床掘り作業

従来の施工方法

11

ＩＣＴ施工

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



ＩＣＴ施工と従来施工の作業比較

ＩＣＴ施工従来の施工方法

丁張りが必要

3次元設計データにより
自動制御等が可能

丁張りが必要 丁張りが不要

12

【機密性１】
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情報化施工 

排土板を測定 
 

従 来 排土板を操作 
（熟練技術が必要） 

丁張り設置
補助員

（施工後のチェック）

目視で確認

ＩＣＴ施工と従来施工の作業比較
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従来の施工方法

ＩＣＴ施工

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



ＩＣＴ施工における出来形計測

設計データを搭載したＴＳ等を用いて、計測点を
移動しながら３次元座標を計測

人力によりレベルで高さ、巻尺で法面長
さを計測し、結果を野帳に記録

従来施工における出来形計測

14

ＩＣＴ施工における出来形計測

【レベル】No.2：高さ3.12m

【巻尺】No.3：幅5.45m

【巻尺】
No.1：幅6.55m

【丁張り】

計測箇所へ
の杭の設置

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ施工における出来形管理資料の作成
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計測と同時に結果を自動記録、データを転送し
たパソコンで出来形管理資料を自動作成

従来施工における出来形管理 ＩＣＴ施工における出来形管理

野帳の内容を表計算ソフト等へ手入力
し、集計・整理、出来形管理資料を作成

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＴＳから取り出した
メモリーカード等を用い
て、 パソコンにデータ転
送



ＩＣＴ施工における検査方法

GNSSローバーやトータルステーションで計測
（1現場で任意の数箇所のみ計測）

人力で計測（2km当たり10断面を計測）

従来施工における検査

16

ＩＣＴ施工における検査

【ＧＮＳＳローバー】
ネットワーク型ＲＴＫ法による単点観
測法で用いるＧＮＳＳ受信機を備えた
計測機器。

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

【レベル】No.2：高さ3.12m

【巻尺】No.3：幅5.45m

【巻尺】No.1：
幅6.55m

【丁張り】

計測箇所への
杭の設置

ＧＮＳＳローバーとは？

17①GNSSローバによる座標計測（計測時間 約10秒/1点） ②標高交差が規格値以内であることを確認

既知点
（基準点）

観測点
（GNSSローバー） 既知点の位置データを送信

実測値が“設計
値に対して10mm
高い”

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



i-Constructionに関する工種拡大

18

○主要工種から順次、ＩＣＴの活用のための基準類を拡充。

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

ICT土工

ICT舗装工（平成29年度：アスファルト舗装、平成30年度コンクリート舗装）

ICT浚渫工（港湾）

ICT浚渫工（河川）

ICT地盤改良工（浅層・中層混合処理）

ICT付帯構造物設置工

ICT法面工（吹付工）

ICT地盤改良工（深層）

ICT舗装工（修繕工）

（港湾）

民間等の要望も踏まえ
更なる工種拡大

ICT構造物工

ICT路盤工

ICT法面工（吹付法枠工）

ICT基礎工・ブロック据付工

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ施工のＲ３新規工種について

19

【機密性１】
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東北土木技術人材育成協議会によるICT・UAV技術講習会

20

～令和２年度～

令和２年度 官民合同のICT･UAV技術講習会

21

秋田県（現地実習）

UAV操作体験

ＩＣＴ建機操作実習 ＩＣＴ建機操作実習

ＩＣＴ建機操作実習

TS･GNSSローバー計測実習

TS･GNSSローバー計測実習

日 時：令和2年9月3日(木)
（午前部）10:00～12:00 （午後部）13:30～

15:30
場 所：(株)ほくとう横手営業所(横手市柳田 地内)

〔カリキュラム〕
講師・説明者：日本建設機械施工協会

情報化施工技術委員会
① ICT建機施工･操作実習
② TS･GNSSローバー計測実習
③ UAV操作体験

ＩＣＴ建機操作実習

UAV操作体験



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

２．ＩＣＴ活用で
”こんな時はありませんか？”

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

天候の影響によりドローンが使えない！

23

ＴＳを用いる

課 題 対応方法

天候の影響を受けてドローンが使えな
い

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理

無人航空機搭載型ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰを用いた出来形管理

検証点

地上基準点：１点のみ測量

計測範囲の
４隅に標定
点を設置

ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理

ノンプリズム方式

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



立木があるためドローンが使えない！

24

立木周辺を地上型レーザースキャナ、平地をＵ
ＡＶによる測定に変更する

課 題 対応方法

地上画素寸法を確保できる飛行高度で
移動すると、周辺の立木に接触する

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

高圧線があるためドローンが使えない！

25

起工測量を地上型レーザースキャナーによる
方法に変更する

課 題 対応方法

高圧線があるため、起工測量でＵＡＶを
使用できない

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



ＧＮＳＳの電波が受信できる場所とできない場所がある！

26

測位方式がＧＮＳＳアンテナとターゲットミラー
で交換可能なＩＣＴ建機を利用する

課 題 対応方法

ＧＮＳＳによる電波が受信できる場所と
できない箇所が点在する

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

GNSS基準局
衛星受信機

自動追尾ＴＳ

ＧＮＳＳアンテナ

自
動
追
尾
Ｔ
Ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

どちらか
を使用

測位に必要なＧＮＳＳの取得ができない！

27

TS測位を用いる

課 題 対応方法

測位に必要なＧＮＳＳの取得ができない
（衛星が捕捉できない）

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



狭い現場だとＩＣＴ建設機械が使えない！

28

小型のバックホウにＩＣＴのマシンガイダンスシ
ステムを搭載、暗渠排水の床掘り作業に活用

課 題 対応方法

狭隘現場のため、大型のＩＣＴ建機が利
用できない

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＩＣＴ建設機械が準備できない！

29

課 題

ＩＣＴ建設機械が準備できない、従来型
の建設機械を購入したばかり・・・・

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

従来型の建設機械にＩＣＴ機器をアタッチメント
で装着したり、改造することでも施工可能

対応方法

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ
（後付け）

改造



ＩＣＴ施工対応型建設機械の普及促進に向けた研究開発

30

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

自社改良事例（平成30年度i-Construction大賞受賞）

株式会社 佐藤工務店 中野地区道路改良工事

31

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



面管理をすることでかえって非効率となる！

32

管理断面及び変化点の計測による出来形管理
を行ってもＩＣＴ活用工事となる

課 題 対応方法

すぐ法面保護をしたいため計測を待て
ない、面管理がかえって非効率となる

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

（現場条件等で面管理が非効率となる場合）

ＩＣＴの全面活用が難しい！

33

現場条件に合わせてＩＣＴを部分活用する

課 題 対応方法

全ての段階でのＩＣＴ活用が難しい、ＩＣＴ
を使って出来形管理だけがしたい

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

３次元起工測量

３次元データの納品

３次元設計
データ作成

ＩＣＴ建設機械
による施工

３次元出来形管理等
の施工管理

必須項目

選択可能な項目



地域企業への普及拡大に向けた簡易型ＩＣＴ活用工事の導入

34

○起工測量から電子納品の一部の段階で3次元
データ活用を選択することが可能
※ただし、3次元設計データ作成、3次元出来形管理等の
施工管理及び3次元データの納品での活用は必須

○工事成績で加点・各段階で経費を変更計上

3次元設計
データ作成

ICT建設機械に
よる施工

【ICT活用工事】

選択可能な項目

○地域企業へICT活用拡大を図るため、工事の全ての段階で3次元データ活用が必須であったとこ

ろを、一部段階で選択可能とした「簡易型ICT活用工事」を2020年度より導入。

○その際、3次元データの活用に重きを置き、各段階で費用に適切に反映。

○起工測量から電子納品までの全ての段階で
3次元データ活用を必須

○工事成績で加点・経費を変更計上

3次元起工測量

【簡易型ICT活用工事】

3次元データ
の納品

3次元出来形管
理等の施工管理

【簡易型ICT活用工事の概要】

必須項目

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

【東北地整の取組】簡易チャレンジ型ＩＣＴ活用工事の創設

35

３次元起工測量

３次元データの納品

３次元設計データ作成

３次元出来形管理等
の施工管理

ＩＣＴ建設機械
による施工

３次元起工測量

３次元データの納品

３次元設計データ作成

ＩＣＴ建設機械
による施工

３次元出来形管理等
の施工管理

必須項目

選択可能な項目

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

これまでICT活用工事は、５要件 （ 3次元起工測量、 3次元設計データ作成、 ICT建機による施工、
3次元出来形管理、 3次元設計データの納品 ）全てを実施することが必須。
ICTの更なる活用拡大につなげるため、５要件を必須とせず、工事現場や施工者の実情に合わせて
要件の一部でのICT活用でも評価する「 簡易チャレンジ型ICT 」を創設。
「 簡易チャレンジ型ICT 」では、ICT施工実績の有無にかかわらず、誰でもICT施工に関する助言を
専門家より受けることが可能。
ICTを適切に活用することを認めることで、地方公共団体も含めた、ICT活用工事の更なる普及拡大
を目的とした試行を実施。

施工実績の有無にかかわらず、ICT施工技術のアドバイスを受けることが可能



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

３．簡易型ＩＣＴの活用法
〔ＩＣＴの部分的な活用〕

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

②トータルステーションで計測します。①発注図を基に基本設計データを作成します。

④作成した３次元データを電子納品します。③計測データをｿﾌﾄｳｪｱに取り込み､結果を出力します。 37

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満



ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

（縦断図） （横断図） （平面図）

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

手順
⑤

ＩＣＴを活用するために次のものを用意します。

トータルステーション
（等級は３級以上）

パソコン

ソフトウェア

発注図 38

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

・出来形帳票作成

・基本設計データ作成
・出来形計測管理

ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
②

手順
①

手順
③

手順
④

手順
⑤

平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

発注図を基にパソコンでソフトウェアを用いて、基本設
計データを作成します。

39

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

作成したデータは、出来形
管理用ソフトウェアでＴＳに
読み込みます。



ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
③

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑤ 40

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

測 器 設 置

計 測

デ ー タ 書 出 し

精 度 確 認 試 験

点 群 処 理

ＴＳで各点の計測を行います。

《適用基準》

・『ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理要領（土工編）（案）』

・『土木工事施工管理基準及び規格値（案）』 ほか

ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
④

手順
①

手順
②

手順
③

手順
⑤ 41

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＴＳで計測したデータを出来形帳票作成ソフトウェアを
用いて、パソコンに取り込みます。
各帳票を出力します。



ＴＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

42

手順
⑤

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

ICT活用で作成した次の３次元データを納品します。

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

格納する電子成果品 ファイル形式

出来形計測データ ＸＭＬファイル

基本設計データ ＸＭＬファイル

基本設計データ

出来形計測データ

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

②発注図を基に３次元設計データを作成します。①３次元起工測量を実施します。

⑤作成した３次元データを電子納品します。③ノンプリズム型のトータルステーションで計測します。 43

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

④計測データをｿﾌﾄｳｪｱに取り込み､結果を出力します。



ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑤

手順
⑥

ＩＣＴを活用するために次のものを用意します。

（縦断図） （横断図） （平面図）
ソフトウェア

パソコン

トータルステーション
（ノンプリズム方式） 発注図 44

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

手順
③

・出来形帳票作成

・３次元設計データ作成
・出来形計測管理

測定精度は計測範囲内
で平面精度±20mm、
鉛直精度±20mm

ノンプリズム方式のＴＳで起工測量を実施いま
す。管理断面や任意の箇所（０.５ｍ✕０.５ｍ
メッシュ）を計測します。

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

手順
②

手順
①

手順
③

手順
⑤

手順
⑥

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

手順
④



ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

手順
③

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑥

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

手順
⑤

46

平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

発注図を基にパソコンでソフトウェアを用いて、３次元
設計データを作成します。

作成したデータは、出来形
管理用ソフトウェアでＴＳに
読み込みます。

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

手順
④

手順
①

手順
③

手順
⑤

手順
⑥ 47

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

47

手順
②

ノンプリズム方式のＴＳで各面の計測を行います。

《適用基準》

測 器 設 置

計 測

デ ー タ 書 出 し

精 度 確 認 試 験

点 群 処 理
・『ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理要領（土工編）（案）』

・『土木工事施工管理基準及び規格値（案）』 ほか



ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

手順
⑤

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑥ 48

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＴＳで計測したデータを出来形帳票作成ソフトウェアを
用いて、パソコンに取り込みます。
各帳票を出力します。

手順
③

ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理（面管理の場合）

49

手順
⑥

手順
①

手順
③

手順
④

手順
⑤

格納する電子成果品 ファイル形式

３次元設計データ LandXML等のオリジナルデータ（ＴＩＮ）

出来形管理資料 出来形管理図表等（ＰＤＦ）又はビューワー付き３次元データ

ＴＳよる出来形評価用データ ＣＳＶ、ＬａｎｄＸＭＬ、ＬＡＳ等のポイントファイル

ＴＳ出来形計測データ ＬａｎｄＸＭＬ等のオリジナルデータ（ＴＩＮ）

ＴＳ計測点群データ ＣＳＶ、ＬａｎｄＸＭＬ、ＬＡＳ等のポイントファイル

工事基準点データ ＣＳＶ、ＬａｎｄＸＭＬ、ＳＩＭＡ等のポイントファイル

ＩＣＴ活用で作成した次の３次元データを納品します。

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

出来形管理資料

手順
②

３次元設計データ



ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

②ＧＮＳＳローバーで計測します。①発注図を基に基本設計データを作成します。

④作成した３次元データを電子納品します。③計測データをｿﾌﾄｳｪｱに取り込み､結果を出力します。 50

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

手順
⑤

ＩＣＴを活用するために次のものを用意します。

（縦断図） （横断図） （平面図）
ソフトウェア

パソコン

GNSSローバー 発注図 51

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

測定精度は１級（２周波）

・出来形帳票作成

・基本設計データ作成
・出来形計測管理



ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
②

手順
①

手順
③

手順
④

手順
⑤

平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

発注図を基にパソコンでソフトウェアを用いて、基本設
計データを作成します。

52

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

作成したデータは、出来形
管理用ソフトウェアでＧＮＳ
Ｓローバーに読み込みま
す。

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

53

手順
③

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑤

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

計 測

精 度 確 認

デ ー タ 書 出 し

精 度 確 認

点 群 処 理

ローカライゼーション

RTK又はVRS設定

ＧＮＳＳローバーで各点の計測を行います。

《適用基準》

・『ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理要領（土工編）（案）』

・『土木工事施工管理基準及び規格値（案）』 ほか



ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

手順
④

手順
①

手順
②

手順
③

手順
⑤ 54

【機密性１】
2021/2/22_東整技管_山形県県土整備部i-Construction説明会説明用_１年未満

ＧＮＳＳローバーで計測したデータを出来形帳票作成ソ
フトウェアを用いて、パソコンに取り込みます。
各帳票を出力します。

ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理（断面管理の場合）

55

手順
⑤

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

格納する電子成果品 ファイル形式

出来形計測データ ＸＭＬファイル

基本設計データ ＸＭＬファイル

ＩＣＴ活用で作成した次の３次元データを納品します。

【機密性１】
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基本設計データ

出来形計測データ



３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工

②作成した３次元設計データを機械に入力します。①発注図を基に３次元設計データを作成します。

④作成した３次元データを電子納品します。③３次元設計データによる施工を行います。 56

【機密性１】
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３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

手順
⑤

ＩＣＴを活用するために次のものを用意します。

（縦断図） （横断図）

（平面図）

ソフトウェア

パソコン

発注図 57

【機密性１】
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３Ｄ-ＭＣまたはＭＧバックホウ



３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工

58

手順
②

手順
①

手順
③

手順
④

手順
⑤

平面線形
（平面図）

縦断線形
（縦断図）

横断形状
（横断図）

発注図を基にパソコンでソフトウェアを用いて、３次元
設計データを作成します。

【機密性１】
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３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工
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手順
③

手順
①

手順
②

手順
④

手順
⑤

【機密性１】
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作成した３次元設計データを機械に入力します。

コントロールボックスメモリカード等

３ＤＭＣ又は３Ｄ
ＭＧのシステム
を制御するため
のコンピュータ
機器です。

３Ｄ－ＭＣ又はＭＧバックホウ



３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工
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手順
④

手順
①

手順
②

手順
③

手順
⑤

【機密性１】
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自動追尾ＴＳや衛星測位で
建機の位置情報を求める

３次元設計データ 上での
自 己 位 置 を 把 握

バケットの作業位置を設計
データを合わせて自動制御

３次元設計データ を搭載

バケットは自動制御、本体
の運転はオペレータが行う

３次元ＭＣ又は３次元ＭＧ建設機械により、床掘り・掘
削・整形作業を行います。

《適用基準》

・『ＩＣＴ建設機械 精度確認要領（案）』

・『施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）』ほか

３次元ＭＣまたは３次元ＭＧバックホウによる施工
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手順
⑤

手順
①

手順
②

手順
③

手順
④

格納する電子成果品 ファイル形式

３次元設計データ ＸＭＬファイル

ＩＣＴ活用で作成した次の３次元データを納品します。

【機密性１】
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３次元設計データ



62ご清聴ありがとうございました。
【機密性１】
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